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戦略的イノベーション創造プログラム（ＳⅠＰ） 「ＡⅠ（人工知能）ホスピタルによる 

高度診断・治療システム」 成果発表シンポジウム２０２０の開催について 

 

 

 今般、内閣府並びに国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所より標記のシ

ンポジウムの開催について案内がありました。  

 「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳⅠＰ）」とは、内閣総理大臣を議長とする「総

合科学技術・イノベーション会議」が自らの司令塔機能を発揮して、府省の枠や旧来の分野の

枠を超えたマネジメントに主導的な役割を果たすことを通じて、科学技術イノベーションを実

現するために新たに創設するプログラムです。  

2018 年より、プログラムの１つに「ＡⅠ（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療シス

テム」（以下「ＡＩホスピタルプログラム」という）が設けられ、プログラムディレクターには

日医総研の客員研究員でもある中村 祐輔先生が就任され、評価委員会委員長に小職が就任して

おります。 

本シンポジウムは、「総合科学技術・イノベーション会議」を所管する内閣府、並びにＡＩホ

スピタルプログラムを受託した国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所が主催し、本会

が共催するものです。 

 開催日は、別添のとおり、令和 2 年 10 月 10 日（土）13 時からになります。  

今年は、新型コロナウイルス感染症の流行下における開催のため、来館者数を極

力控え定員を 150 名とし、映像を後日、医薬基盤・健康・栄養研究所のホームページで

公開することといたしました。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただくとともに、ご

来館または映像のご視聴について、貴会管下関係医療機関等への周知方へご高配賜

りますようよろしくお願い申し上げます。  




